
・委員長挨拶　　　太田明良職業・社会奉仕委員長
　　本日卓話をしてくれる小池忍さんをご紹介します。
　彼は、私が伊那商工会議所青年部で活動していた時の後輩にあたり、最終年度に委
員長をしたときに委員として活躍してくれました。現在もこの委員会時の流れで、私
が田原で仲間と米作りをしているのですが、その仲間の一員として活躍してくれてい
ます。
　ご職業はご存じの方もいらっしゃると思いますが、「サンスイ」の名前で花卉販売を

しておりまして、私もお祝い事とかに頻繁に利用させてもらっています。
　彼は、花卉販売をする傍ら、子供関連の施設や高齢者の施設等で、無料でフラワーアレンジメント教室を
実施して様々な人たちに笑顔と温かい気持ちを常に与えてくれています。私が関係している伊那まちベース
でも 2周年記念の際にフラワーアレンジメント教室を自らしていただき、参加者に喜んでもらいました。
　そのような態度を見て、私は、彼に職業奉仕というロータリアンが目指す姿のようなものを感じ、今回、
卓話をしてもらい、未だ自分自身でも心に落ちきっていない職業奉仕という概念の理解の一助となることを

期待し、また、フラワーアレンジメントを通じて皆様にも温かい気持ちになってもらいたいと思い、本日を
迎えた次第です。
　それでは小池忍さんよろしくお願いします。

・卓話及びフラワーアレンジメント体験　　　フラワーピース南信州サンスイ　代表 小池忍様
　この度は、このような場にお招きいただきありがとうございます。現在、私
は伊那市と駒ヶ根市に店舗をもって事業をしております。
　何を話そうかといろいろ悩んだのですが、私が事業をしている中で印象の深
かったことを話そうと思います。
　これまでで一番印象にあったのは、新型コロナウィルスの蔓延により伊那市
全体が元気がなくなった時のことがあります。飲食店が営業しなくなりお花を
贈るような機会が減ったり、イベントもなくなり、また葬儀も縮小傾向でお花
を盛大に飾ることがなくなったため、自分自身の経営も悪くなっていきました。
そのような中、子どもたちに元気になって欲しい、それを見て親たちも元気に
なって欲しいという気持ちで、お花を無料で配ろうということを企画しました。
正直、経営もひっ迫しており、無料でお花を配って大丈夫なのかという気持ち
もありましたが、用意したお花は午前中に無くなってしまい、来てくれた子ど
もたちも喜んで帰ってくれるのを見て、これはマイナスでもやるべきだという
気持ちになり、しばらく無料でお花を配ることを続けました。
　また、母の日前後がお花屋さんは一番忙しくなるのですが、コロナの影響で
店舗に買い物に行くことを皆さん躊躇されていたため、いろいろ考えて、子供
がお母さんに自分で作れるキットを販売しました。これはお花のキットに QR
コードを付けて QR コードを読み込むことでお花の作り方が動画で見ることが
でき、子供が自分でお母さんに贈るお花を作れるというものです。このキットは思いのほかに反響があって、
改めてお花の持つ力を実感させてもらいました。自分のなかでも勉強させてもらいました。
　また、伊那商工会議所青年部での活動では、伊那まつりの担当になった年に、コロナで伊那まつりが中止
になってしまったところ、青年部員全員でみんなが集まらなくても喜んでもらえるものとして、何かできな
いかと考えて、花つながりで花火を上げればみんな集まらなくても遠くから見ても楽しんでもらえるのでは
ないかと考えて花火を上げたことも思い出として強く残っています。何にもなかった夏に花火が上がって、
いいもの見せてもらってよかったよと後でいろいろな人に言ってもらい、花もそうですが綺麗なものを見て
感激して、心和んでもらうことが本当に大事なことなのだなと思っております。
　今日皆様の手元に「季節の花を生ける」という紙が配られていると思います。近年生け花をする人の人口
が激減しております。昔は、お花と着物とお茶をやっていた方が多かったのですが、今は生け花の人口のな
かで若い人でも４０代で、５０～７０代の人たちが生け花の世界を背負っている状況です。生け花人口が高
齢化している大きな理由には固いイメージがあるからなのではないかと私は考えております。私は、職場体
験や施設に行ったりして子供たちに教えるときには、そういう固いイメージではなく、お花をたくさん持っ
て行って、好きにお花を切って、自由に楽しんでお花を生けてもらうというスタンスでやっています。その
ようなことを通じて若い人がお花を始める機会が増えていけばいいと考えています。
　今日、皆さんには雪柳・チューリップ・スイートピー３種類の花を生けてもらおうと思っていますが、お
花を生けてもらう際に大切な５つのことがありますので、ご紹介したいと思います。
　まず、お花を生けてもらう前にテーマを決めてもらうことが大事になります。私が今日、生けた花がここ
にありますが、テーマは私の２人の息子が雪を見上げてほのぼのしているということを思い描いて生けまし
た。みなさんもお花を生ける前にテーマを決めてから生けてもらうと綺麗なものができると思います。
　次に大切なことは季節感を大切にして欲しいということがあります。花の業界だと１シーズン早い旬を楽
しむということがあります。今日用意したチューリップや雪柳は本来３月、４月が旬になりますので 1 シー
ズン早いものになります。
　あと、花の表情を大切にして生けることが大切になります。それぞれの花にはそれぞれの表情があります
ので、花をよく見てどの表情がいいかを見極めて花の表情を大切にして生けてもらうといいと思います。
　それから、花にはプロポーションがあります。力強いものやセクシーなものがあって、また葉もプロポー
ションの 1つの要素となるので、そういったプロポーションも意識して生けてもらえるといいと思います。
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世界に希望を生み出そう

■ 点　鐘 12：00

真実を求めて　　　鈴木一比古ソングリーダー■ ソング  

■ 会長挨拶 市川修次会長
　　今日は職場訪問例会という事で通常では私達が訪問するのですが、フラワーアレ
ジメント体験という事で先ほど紹介させて頂きました小池忍様にこちらに来て頂きま
した。小池様にはお忙しいところを今日はありがとうございます。宜しくお願いいた
します。
　先日の 11 日には高遠のだるま市がありまして行きましたが、大変な混雑で駐車場に

車を止めるのに一時間近く掛かりまして人の多さに驚きました。途中で伊藤好さんに会いまして余り話をす
る事は出来ませんでしたが大変元気そうでした。屋台の売っている物の値段が高くて驚きましたが、今、い
ろいろな物が上がっているので、そういった影響もあるのだろうと思います。北海道のニセコではインバウ
ンド客相手に丼物が 7000 円とかハンバーガーが 3000 円とか、それでも外国の人達には普通に売れている
とのニュースが流れていまして、又、日経の平均株価が史上最高値に迫る勢いとの事ですが日本株は安いと
の判断で外国の投資家に買われているのが要因との事で、何か日本だけ世界から置いていかれているような
実感の伴わないチグハグな雰囲気を感じます。
　最近、政治を始めとした至る所で不祥事が明るみに出てきていまして最近では名古屋の教育委員会が金品
を受け取っていたというニュースもあり、これからの日本は大丈夫なのかと思うような事が続いているよう
に思います。「物作り日本」と言われていたにも関わらず相変わらず企業の不祥事もニュースで流れていま
すが、私共でも取引先の外壁材のメーカーが 5 年ほど前に強度不足の製品を出荷したという事件がありまし
て、全国 60 件ほどの建物にその製品が貼られていたという事で建築基準法上の認定を取り消され業界では
大きな出来事がありました。外壁材は取り換えれば良いというものではなくて取り外す為には内部の壁や天
井や床にも影響があり、何より中で仕事をしている人達が仕事をする事が出来ずその営業保証とかがあり、
そのメーカーは潰れるのではないかと思ったような出来事がありました。強度不足の原因は材料の配合の問
題で、又、生産時期が判っていた為に施工された現場も判明しており、メーカーも真摯な対応で世間的には

■ ゲスト・ビジター紹介

・フラワーピース南信州サンスイ　代表 小池忍様

大きな問題にはなりませんでした。私共では該当する現場はありませんでしたが、その製品を使う予定の現
場が 2 現場あり、すでに着工していたという事で使用材の変更による設計変更ですとか、ホテルであった為
に工期遅れによる延滞金ですとか、2現場で2500万円ほどかかりましたが、メーカーも2000万円ほどを払っ
て頂き収めたという事がありました。そのメーカー今では大変優秀なメーカーで信頼して取引していますが、
不祥事の起きた時の企業の対応がその後に大きな影響があると思います。
　私は昨年 9 月に製造上問題のあるメーカーの車を購入しましたが未だにハガキ一本電話一本もありません
が、この姿勢どうなのかと思って見ています。

次頁へ続く

　最後に大切なのは、お花をどこに置くのか、間と空間を考えて花を生けるということです。日本では床の
間とか居間とか間を大事にする文化があるので、そのような間を考えて花を生けてもらうことが大切になる
と思います。
　それでは、この 5つの大切なことを意識しながら皆様にはお花を生けてもらいたいと思います。

・謝辞　　　市川修次会長
　今日はありがとうございました。生け花は初めての体験でしたが、テーマを設けるとか季節を大切にする
とかを意識すれば上手く生ける事が出来るような気がし、又、花にも表情がある事も初めて知りました。小
池さんの話を伺いまして小池さんの行われている事は、まさしくロータリーの奉仕のひとつである職業奉仕
だと思いますので是非私達の仲間に加わって頂ければと思います。今日はありがとうございました。
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■ 入会式

・新会員 北原幹子様の紹介　　　馬場秀則会員
　この度新しく入会された、北原幹子さんを紹介します。
彼女は、皆さんご存じのフェアリーテールのママさんでありクラント商品取扱代理店
を行いながら、アトリエボイスの代表を行っております。アトリエボイスは、伊那農
協有線放送で「災害前に戻れたら」というテーマで放送しております。
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　昔から天然なので、ご迷惑をおかけする事が多いかと思いますが宜しくお願いいたします。

・歓迎の言葉　　　市川修次会長
　今日は入会して頂きましてありがとうございます。卓話の機会を設けますので、その時は宜しくお願い致
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・所属委員会は「出席委員会」「会員増強・プログラム委員会」

大きな問題にはなりませんでした。私共では該当する現場はありませんでしたが、その製品を使う予定の現
場が 2 現場あり、すでに着工していたという事で使用材の変更による設計変更ですとか、ホテルであった為
に工期遅れによる延滞金ですとか、2現場で2500万円ほどかかりましたが、メーカーも2000万円ほどを払っ
て頂き収めたという事がありました。そのメーカー今では大変優秀なメーカーで信頼して取引していますが、
不祥事の起きた時の企業の対応がその後に大きな影響があると思います。
　私は昨年 9 月に製造上問題のあるメーカーの車を購入しましたが未だにハガキ一本電話一本もありません
が、この姿勢どうなのかと思って見ています。

　最後に大切なのは、お花をどこに置くのか、間と空間を考えて花を生けるということです。日本では床の
間とか居間とか間を大事にする文化があるので、そのような間を考えて花を生けてもらうことが大切になる
と思います。
　それでは、この 5つの大切なことを意識しながら皆様にはお花を生けてもらいたいと思います。

・謝辞　　　市川修次会長
　今日はありがとうございました。生け花は初めての体験でしたが、テーマを設けるとか季節を大切にする
とかを意識すれば上手く生ける事が出来るような気がし、又、花にも表情がある事も初めて知りました。小
池さんの話を伺いまして小池さんの行われている事は、まさしくロータリーの奉仕のひとつである職業奉仕
だと思いますので是非私達の仲間に加わって頂ければと思います。今日はありがとうございました。



・委員長挨拶　　　太田明良職業・社会奉仕委員長
　　本日卓話をしてくれる小池忍さんをご紹介します。
　彼は、私が伊那商工会議所青年部で活動していた時の後輩にあたり、最終年度に委
員長をしたときに委員として活躍してくれました。現在もこの委員会時の流れで、私
が田原で仲間と米作りをしているのですが、その仲間の一員として活躍してくれてい
ます。
　ご職業はご存じの方もいらっしゃると思いますが、「サンスイ」の名前で花卉販売を

しておりまして、私もお祝い事とかに頻繁に利用させてもらっています。
　彼は、花卉販売をする傍ら、子供関連の施設や高齢者の施設等で、無料でフラワーアレンジメント教室を
実施して様々な人たちに笑顔と温かい気持ちを常に与えてくれています。私が関係している伊那まちベース
でも 2周年記念の際にフラワーアレンジメント教室を自らしていただき、参加者に喜んでもらいました。
　そのような態度を見て、私は、彼に職業奉仕というロータリアンが目指す姿のようなものを感じ、今回、
卓話をしてもらい、未だ自分自身でも心に落ちきっていない職業奉仕という概念の理解の一助となることを

期待し、また、フラワーアレンジメントを通じて皆様にも温かい気持ちになってもらいたいと思い、本日を
迎えた次第です。
　それでは小池忍さんよろしくお願いします。

・卓話及びフラワーアレンジメント体験　　　フラワーピース南信州サンスイ　代表 小池忍様
　この度は、このような場にお招きいただきありがとうございます。現在、私
は伊那市と駒ヶ根市に店舗をもって事業をしております。
　何を話そうかといろいろ悩んだのですが、私が事業をしている中で印象の深
かったことを話そうと思います。
　これまでで一番印象にあったのは、新型コロナウィルスの蔓延により伊那市
全体が元気がなくなった時のことがあります。飲食店が営業しなくなりお花を
贈るような機会が減ったり、イベントもなくなり、また葬儀も縮小傾向でお花
を盛大に飾ることがなくなったため、自分自身の経営も悪くなっていきました。
そのような中、子どもたちに元気になって欲しい、それを見て親たちも元気に
なって欲しいという気持ちで、お花を無料で配ろうということを企画しました。
正直、経営もひっ迫しており、無料でお花を配って大丈夫なのかという気持ち
もありましたが、用意したお花は午前中に無くなってしまい、来てくれた子ど
もたちも喜んで帰ってくれるのを見て、これはマイナスでもやるべきだという
気持ちになり、しばらく無料でお花を配ることを続けました。
　また、母の日前後がお花屋さんは一番忙しくなるのですが、コロナの影響で
店舗に買い物に行くことを皆さん躊躇されていたため、いろいろ考えて、子供
がお母さんに自分で作れるキットを販売しました。これはお花のキットに QR
コードを付けて QR コードを読み込むことでお花の作り方が動画で見ることが
でき、子供が自分でお母さんに贈るお花を作れるというものです。このキットは思いのほかに反響があって、
改めてお花の持つ力を実感させてもらいました。自分のなかでも勉強させてもらいました。
　また、伊那商工会議所青年部での活動では、伊那まつりの担当になった年に、コロナで伊那まつりが中止
になってしまったところ、青年部員全員でみんなが集まらなくても喜んでもらえるものとして、何かできな
いかと考えて、花つながりで花火を上げればみんな集まらなくても遠くから見ても楽しんでもらえるのでは
ないかと考えて花火を上げたことも思い出として強く残っています。何にもなかった夏に花火が上がって、
いいもの見せてもらってよかったよと後でいろいろな人に言ってもらい、花もそうですが綺麗なものを見て
感激して、心和んでもらうことが本当に大事なことなのだなと思っております。
　今日皆様の手元に「季節の花を生ける」という紙が配られていると思います。近年生け花をする人の人口
が激減しております。昔は、お花と着物とお茶をやっていた方が多かったのですが、今は生け花の人口のな
かで若い人でも４０代で、５０～７０代の人たちが生け花の世界を背負っている状況です。生け花人口が高
齢化している大きな理由には固いイメージがあるからなのではないかと私は考えております。私は、職場体
験や施設に行ったりして子供たちに教えるときには、そういう固いイメージではなく、お花をたくさん持っ
て行って、好きにお花を切って、自由に楽しんでお花を生けてもらうというスタンスでやっています。その
ようなことを通じて若い人がお花を始める機会が増えていけばいいと考えています。
　今日、皆さんには雪柳・チューリップ・スイートピー３種類の花を生けてもらおうと思っていますが、お
花を生けてもらう際に大切な５つのことがありますので、ご紹介したいと思います。
　まず、お花を生けてもらう前にテーマを決めてもらうことが大事になります。私が今日、生けた花がここ
にありますが、テーマは私の２人の息子が雪を見上げてほのぼのしているということを思い描いて生けまし
た。みなさんもお花を生ける前にテーマを決めてから生けてもらうと綺麗なものができると思います。
　次に大切なことは季節感を大切にして欲しいということがあります。花の業界だと１シーズン早い旬を楽
しむということがあります。今日用意したチューリップや雪柳は本来３月、４月が旬になりますので 1 シー
ズン早いものになります。
　あと、花の表情を大切にして生けることが大切になります。それぞれの花にはそれぞれの表情があります
ので、花をよく見てどの表情がいいかを見極めて花の表情を大切にして生けてもらうといいと思います。
　それから、花にはプロポーションがあります。力強いものやセクシーなものがあって、また葉もプロポー
ションの 1つの要素となるので、そういったプロポーションも意識して生けてもらえるといいと思います。

宮下健幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。

「2024-2025年度地区委員委嘱状」

■ 幹事報告
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◆市川修次
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◆松田靖宏

◆馬場秀則

◆平澤理

◆井上修
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フラワーピース南信州サンスイ代表 小池忍様、本日は講話とフラワーアレンジメント体験、
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サンスイ小池忍様、本日のフラワーアレンジメントよろしくお願いします。花より団子の
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会員数48名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者30名　　事前メイク1名　　
出席率73.81％　　前回出席率 修正なし
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・会員増強委員会 委員　池上幸平会員
・公共イメージ向上委員会 委員　小椋文成会員
・インターアクト小委員会 委員　井上修会員
・ロータリー財団資金管理会計小委員会 副委員長　太田明良会員
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次頁へ続く
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間とか居間とか間を大事にする文化があるので、そのような間を考えて花を生けてもらうことが大切になる
と思います。
　それでは、この 5つの大切なことを意識しながら皆様にはお花を生けてもらいたいと思います。

・謝辞　　　市川修次会長
　今日はありがとうございました。生け花は初めての体験でしたが、テーマを設けるとか季節を大切にする
とかを意識すれば上手く生ける事が出来るような気がし、又、花にも表情がある事も初めて知りました。小
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・謝辞　　　市川修次会長
　今日はありがとうございました。生け花は初めての体験でしたが、テーマを設けるとか季節を大切にする
とかを意識すれば上手く生ける事が出来るような気がし、又、花にも表情がある事も初めて知りました。小
池さんの話を伺いまして小池さんの行われている事は、まさしくロータリーの奉仕のひとつである職業奉仕
だと思いますので是非私達の仲間に加わって頂ければと思います。今日はありがとうございました。



・委員長挨拶　　　太田明良職業・社会奉仕委員長
　　本日卓話をしてくれる小池忍さんをご紹介します。
　彼は、私が伊那商工会議所青年部で活動していた時の後輩にあたり、最終年度に委
員長をしたときに委員として活躍してくれました。現在もこの委員会時の流れで、私
が田原で仲間と米作りをしているのですが、その仲間の一員として活躍してくれてい
ます。
　ご職業はご存じの方もいらっしゃると思いますが、「サンスイ」の名前で花卉販売を

しておりまして、私もお祝い事とかに頻繁に利用させてもらっています。
　彼は、花卉販売をする傍ら、子供関連の施設や高齢者の施設等で、無料でフラワーアレンジメント教室を
実施して様々な人たちに笑顔と温かい気持ちを常に与えてくれています。私が関係している伊那まちベース
でも 2周年記念の際にフラワーアレンジメント教室を自らしていただき、参加者に喜んでもらいました。
　そのような態度を見て、私は、彼に職業奉仕というロータリアンが目指す姿のようなものを感じ、今回、
卓話をしてもらい、未だ自分自身でも心に落ちきっていない職業奉仕という概念の理解の一助となることを

期待し、また、フラワーアレンジメントを通じて皆様にも温かい気持ちになってもらいたいと思い、本日を
迎えた次第です。
　それでは小池忍さんよろしくお願いします。

・卓話及びフラワーアレンジメント体験　　　フラワーピース南信州サンスイ　代表 小池忍様
　この度は、このような場にお招きいただきありがとうございます。現在、私
は伊那市と駒ヶ根市に店舗をもって事業をしております。
　何を話そうかといろいろ悩んだのですが、私が事業をしている中で印象の深
かったことを話そうと思います。
　これまでで一番印象にあったのは、新型コロナウィルスの蔓延により伊那市
全体が元気がなくなった時のことがあります。飲食店が営業しなくなりお花を
贈るような機会が減ったり、イベントもなくなり、また葬儀も縮小傾向でお花
を盛大に飾ることがなくなったため、自分自身の経営も悪くなっていきました。
そのような中、子どもたちに元気になって欲しい、それを見て親たちも元気に
なって欲しいという気持ちで、お花を無料で配ろうということを企画しました。
正直、経営もひっ迫しており、無料でお花を配って大丈夫なのかという気持ち
もありましたが、用意したお花は午前中に無くなってしまい、来てくれた子ど
もたちも喜んで帰ってくれるのを見て、これはマイナスでもやるべきだという
気持ちになり、しばらく無料でお花を配ることを続けました。
　また、母の日前後がお花屋さんは一番忙しくなるのですが、コロナの影響で
店舗に買い物に行くことを皆さん躊躇されていたため、いろいろ考えて、子供
がお母さんに自分で作れるキットを販売しました。これはお花のキットに QR
コードを付けて QR コードを読み込むことでお花の作り方が動画で見ることが
でき、子供が自分でお母さんに贈るお花を作れるというものです。このキットは思いのほかに反響があって、
改めてお花の持つ力を実感させてもらいました。自分のなかでも勉強させてもらいました。
　また、伊那商工会議所青年部での活動では、伊那まつりの担当になった年に、コロナで伊那まつりが中止
になってしまったところ、青年部員全員でみんなが集まらなくても喜んでもらえるものとして、何かできな
いかと考えて、花つながりで花火を上げればみんな集まらなくても遠くから見ても楽しんでもらえるのでは
ないかと考えて花火を上げたことも思い出として強く残っています。何にもなかった夏に花火が上がって、
いいもの見せてもらってよかったよと後でいろいろな人に言ってもらい、花もそうですが綺麗なものを見て
感激して、心和んでもらうことが本当に大事なことなのだなと思っております。
　今日皆様の手元に「季節の花を生ける」という紙が配られていると思います。近年生け花をする人の人口
が激減しております。昔は、お花と着物とお茶をやっていた方が多かったのですが、今は生け花の人口のな
かで若い人でも４０代で、５０～７０代の人たちが生け花の世界を背負っている状況です。生け花人口が高
齢化している大きな理由には固いイメージがあるからなのではないかと私は考えております。私は、職場体
験や施設に行ったりして子供たちに教えるときには、そういう固いイメージではなく、お花をたくさん持っ
て行って、好きにお花を切って、自由に楽しんでお花を生けてもらうというスタンスでやっています。その
ようなことを通じて若い人がお花を始める機会が増えていけばいいと考えています。
　今日、皆さんには雪柳・チューリップ・スイートピー３種類の花を生けてもらおうと思っていますが、お
花を生けてもらう際に大切な５つのことがありますので、ご紹介したいと思います。
　まず、お花を生けてもらう前にテーマを決めてもらうことが大事になります。私が今日、生けた花がここ
にありますが、テーマは私の２人の息子が雪を見上げてほのぼのしているということを思い描いて生けまし
た。みなさんもお花を生ける前にテーマを決めてから生けてもらうと綺麗なものができると思います。
　次に大切なことは季節感を大切にして欲しいということがあります。花の業界だと１シーズン早い旬を楽
しむということがあります。今日用意したチューリップや雪柳は本来３月、４月が旬になりますので 1 シー
ズン早いものになります。
　あと、花の表情を大切にして生けることが大切になります。それぞれの花にはそれぞれの表情があります
ので、花をよく見てどの表情がいいかを見極めて花の表情を大切にして生けてもらうといいと思います。
　それから、花にはプロポーションがあります。力強いものやセクシーなものがあって、また葉もプロポー
ションの 1つの要素となるので、そういったプロポーションも意識して生けてもらえるといいと思います。

次回例会
2月 27 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店　　

・分水ロータリークラブ様来訪
　　　　　　　　　　　　　　   ・全員協議会「I.M. について」
　　　　　　　　　　　　　　   ・例会終了後：理事会

■ 点　鐘 13：30

　最後に大切なのは、お花をどこに置くのか、間と空間を考えて花を生けるということです。日本では床の
間とか居間とか間を大事にする文化があるので、そのような間を考えて花を生けてもらうことが大切になる
と思います。
　それでは、この 5つの大切なことを意識しながら皆様にはお花を生けてもらいたいと思います。

・謝辞　　　市川修次会長
　今日はありがとうございました。生け花は初めての体験でしたが、テーマを設けるとか季節を大切にする
とかを意識すれば上手く生ける事が出来るような気がし、又、花にも表情がある事も初めて知りました。小
池さんの話を伺いまして小池さんの行われている事は、まさしくロータリーの奉仕のひとつである職業奉仕
だと思いますので是非私達の仲間に加わって頂ければと思います。今日はありがとうございました。


